
■人口 312,651人［８月末日現在（前年比−597）］ ■火災件数 ８件［８月分（前年比−５）］ ■交通事故件数 893件［８月分］
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第51回 大四日市まつり 市内最高齢者を訪問

皆さん、こんにちは！トッキーこと、
市長の田中俊行です。
今回は、本市の子育て支援につ

いて話したいと思います。
子どもを産み育てやすいまちづ

くりは、少子化対策にも資する、
極めて重要な市政の柱です。
具体的には、市長就任後、第３

子以降の保育料の原則無料化とと
もに、子ども医療費の無料化を就
学前から小学校６年生まで拡充し
ましたが、さらに、中学３年生ま
で拡充する予定です。（今年度は入

院分まで実施済み）
また、本市独自の施策として、

「父親の子育てマイスター」制度を
創設し、子育てへの男女共同参画
を推進しています。
一方、昨年には、出産前後の母

体や胎児、新生児に対する高度な
医療を実現するため、市立四日市
病院に「総合周産期母子医療セン
ター」を設置しました。
さらには、市の組織として「こ

ども未来部」を新設し、子どもに
関する相談支援業務の一元化を図
ったところです。
来年４月には、法律に基づいて

「子ども・子育て支援新制度」がス

タートします。
この絶妙のタイミングで、くし

くも私は、全国市長会の副会長と
全国の「少子化対策と子育て支援
に関する研究会」の座長に就任す
ることとなりました。さまざまな
視点での議論をまとめ、効果的な
政策を国や政府に対して提言した
いと考えています。
その立場も活用して、「子どもと

子育てにやさしいまち四日市」の
実現を目指し、一層努力してまい
ります。

子どもと子育てにやさしいまち四日市

四日市市長
田中 俊行

今年の「大四日市まつり」では、本市の観光大使
でタレントの加藤ゆりさん（元ミス東大）と、お笑
いコンビ「ザブングル」の加藤歩さんをお招きし、
祭りを大いに盛り上げていただきました。

これは、本市の伝統文化を象徴する「大四日市ま
つり」に、「観光大使を通じた情報発信」という、新
たな視点を取り入れた初めての試みでしたが、来場
者の皆さんに大変好評でした。

郷土文化財行列やおどりフェスタなど、盛りだく
さんの内容で、暑い夏を吹き飛ばしてくれた２日間
でした。これからも、「大四日市まつり」の伝統を守

りつつ、新た
な発想も加え
て、広く市内
外に情報信し
ていきたいと
思います。

先日、市内最高齢者の池田歌さん（明治40年生ま
れ106歳）の長寿をお祝いするため、入所されてい
る老人福祉施設へ伺いました。ご家族と一緒に笑顔
で迎えてくれた池田さんに、私からお祝い状と記念
品をお渡ししました。

施設の人によると、池田さんは歌を歌われること
が多いとのことでしたので、「名前のとおり、歌がお
好きなのですね」と話をしました。

市内に100歳以上の方は、106名（９月１日現在）
いらっしゃいます。長年、本市の発展を支えてこら

れた高齢者の皆さん
が、今後もお元気に
暮らしていただける
よう、介護予防事業
をはじめ、さまざま
な健康施策に取り組
んでいきたいと思い
ます。

「子ども・子育て支援新制度」シンボルマーク


